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平成２７年度

第２３回岡山県国際理解教育研究大会

開 催 要 項

１ 日 程 平成２８年１月２８日（木）

１３：３０ １４：００ １４：１５ １５：１５ １５：３０ １６：３０

開 閉

受 会 実践報告①②③ 情 報 講 演 会

付 行 提供 行

事 事

２ 実践報告

主題 発表者

実践報告① 香港日本人学校での取り組み 山本 純平教諭

（海外子女教育） （倉敷市立琴浦西小学校）

実践報告② 学級担任だからこそできる外国語活動 蟻正 倫子教諭

(外国語教育) （岡山市立幡多小学校）

実践報告③ 国際教育について考えよう 髙木 恭子教諭

(国際理解教育) ～学校全体での適切な標準化～ （岡山市立桑田中学校）

３ 講演 「世界の中のわたしたち～国際理解と支援のために～」

講師 市場 尚文先生（アジア教育支援の会）



４ その他 ○情報提供（１５：１５～１５：３０）

全国海外子女教育・国際理解教育研究協議会から，国際理解教育の現状
や，海外日本人学校・補習校の様子などをお知らせします。

○展示
日本人学校派遣者が海外から持ち帰った物や写真を展示します。

○日本人学校へのアプローチコーナー
日本人学校に派遣を希望されている方，お気軽にご相談ください。

５ 地図

岡山ふれあいセンター

 



香港日本人学校についてのまとめ 

倉敷市立琴浦西小学校 山本純平 

国際都市「香港 Hong Kong」 

中華人民共和国特別行政区「香港」は，香港島と九龍半島，大小の島々からなる。約 700万人の人口

をもち，2万 5千人の日本人が暮らしている。海沿いに立ち並ぶ超高層建築群は色鮮やかなイルミネー

ションを見せ，ブランドショップや食通をもうならせる大小の飲食店が世界中の観光客を魅了する。 

 香港はアジアを代表する国際金融都市であるとともに，中国を背景とする物流基地でもある。風俗・

習慣は中国文化が根付いているものの，市民の多くは英語を話し，長い歴史の中で西洋と中国が混在し

た独自性を主張しているようにも見える。街には二階建てのバスやトラム（路面電車），地下鉄が走り，

治安もよく，どこに行くのにもたいへん便利な街である。 

 

現地の教育環境   

 香港の現地校には授業を英語でおこなう学校と中国語（または広東語）でおこなう学校とがあるが，

いずれも「中国語文」が必修で，イギリス式のカリキュラムでも中国語の能力が必要である。 

 インターナショナルスクールは，アメリカ系，イギリス系，国際バカロレア系など様々あり，現地の

学校と同様に香港政府の批准を受けている。インターナショナルスクールには，英語を母語としない子

供を受け入れない学校もあれば，ESL（English as Second Language）を設置して積極的に受け入れを

おこなう学校もある。 

 幼児教育については，英語・中国語の現地系の幼稚園や日系の幼稚園が複数あり，子供を受け入れる

環境はたいへん恵まれている。 

 

香港日本人学校の教育活動 ～国際的日本人の育成を目指して～ 

 香港日本人学校は，中学部１校と小学部２校からなり，小学部には香港島を通学区域とする香港校と，

主に九龍半島を通学区域とする大埔校がある。大埔校には英語で授業を行う ES（イングリッシュセッ

ション・国際学級）が併設されており，休み時間にはともに遊びやスポーツを楽しむ姿が見られ，合同

遠足などの交流も計画的に行っている。小学部は２校ともに英語教育に力を入れ，小学１年生からネイ

ティブスピーカーによる英会話の授業を行っている。学習した英語の内容を生かして校外で実践する遠

足（1年→香港動植物公園）や買い物（２年→太子フラワーマーケット）などの行事も計画されている。

また，合わせて中学年以上では英語で授業を進める「図工イマージョン」も実施している。大埔校では

ユニットを組み合わせた時間割（モジュール）で ES との交流や英会話の授業に特色を持たせている。

中学部では週 4時間の英語の授業に加え，ネイティブスピーカーによる英会話の授業を週に時間取り入

れている。 

 日本人学校の子供達は学習にたいへん意欲的で，さらに行事にもとても熱心に取り組んでいる。三校

ともに山や海など香港の自然を感じられるように工夫された校外学習を行っている。トレイル（山歩き）

やドラゴンボート体験，植樹活動など，各校の活動は様々だが，活動を終えるとみんな香港が大好きに

なる。 

 また，各校とも現地理解の一環として様々な学校と交流をしている。中学部では香港大学を初め複数

の大学と交流し，大学生と共に歴史を探り，食事をとり，文化や将来について語り合う。香港校では１

～３年生は民生書院と，４・５年生は聖保羅男女中学附属小学校との交流を行い，それぞれに英語を使

ってのコミュニケーションを楽しんでいる。大埔校では隣接する現地校と共にお店屋さん，オリエンテ

ーリング，文化交流などを学年ごとに工夫して行っている。 

 運動会は観戦用スタンドが整備された一般のグランドを予約し，盛大に行っている。昔ながらの日本

らしい運動会の雰囲気は保護者にも好評。とくに高学年の組体操の演技が始まると，たくさんの香港の

人たちが足を止めて日本人の美しい集団行動に目を奪われていた。ぜひ，今後も日本人学校の特色とし

てこの運動会の雰囲気を引き継いでもらいたい。  



現地教育事情等に関する調査・研究報告書 
 

香港日本人学校小学部香港校 

教諭 山本 純平〔岡山県〕 

 

１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 香港における教育制度と教育事情 

 

（１）英国式の教育制度が採り入れられた香港 

香港の公立校では，イギリス式の教育制度が導入されており，６・３・２・２制の１３年間となって

いる。インターナショナル校（以下，インター校）では個別の制度を導入している。 

全ての公的教育機関では，毎年９月に新学期が始まり，翌年の６月で学期修了となっている。小中学

校は官立と呼ばれる公立の学校のほか，私立校もあり，英語系，中国語系，またはキリスト教系，仏教

系など経営母体によって特色が分かれている。 

小学校はプライマリースクールと呼ばれ，Ｐ１（６歳）からＰ６（１１歳）までの６年間。セカンダ

リースクールと呼ばれる中学校は，各学年を Form（フォーム）という名称を使い，Ｆ１（１２歳）か

らＦ５（１６歳）までの５年間となっている。その後，Ｆ６（１７歳）とＦ７（１８歳）と呼ばれる大

学予科に相当する課程が２年間ある。この大学予科は１年で卒業することもできる。大学予科に進んだ

学生は，統一試験を受け，大学に進学する資格を得ることができる。 

香港に義務教育制度が導入されたのは１９８０年代のことで，それまで学校に上がることができたの

は一部の裕福は家庭の子女だけだった。現在では日本と同じＰ１（小学１年）からＦｏｒｍ３（中学３

年）までの９年間が義務教育となっており，９０％以上の青少年が，中等教育やそれに相当する職業訓

練を受けている。ただ，大学への進学率は年々上がっているものの，１５歳以上の人口のうち，最終学

歴が小学校卒業の者が２０．４％，高卒（Ｆ５卒業）の者が４６．２％，大学予科修了が５．３％，大

卒者が１３．４％（非学位課程修了が７．８％）となっている。〔２００３年特区政府資料〕 

 

（２）新教育制度 

教育統籌局の李国章（アーサー・リー）局長は立法会において，教育制度の改定案を発表した。これ

までの英国に準じた「３＋２＋２＋３制」から中国に準じた「３＋３＋４制」へと移行させるというも

のである。２００９年度より新制度が実施された。移行期には，小学５年生が初等中学（初中）３年を

修了したら新制の高等中学（高中）へ進み，その３年後に大学入試を受けて４年制大学へ進学すること

となる。貿易，金融都市である香港の将来を担う人材の育成を目指したこの改革の趣旨及び必修科目等

への影響，また香港において大きな存在感を示す国際学校等にも調査研究を進めたいと考えた。 

少数精鋭から多数教育へ李局長は２００４年１０月２０日，公開諮問文書を発表した際に「改革はす 

べて学生のため」と語った。１９７８年より香港では中学３年までを義務教育とし，Ｆ４（高校１年）

進級時に学力測定を行う。だが，その先は狭き門だ。Ｆ６（予科１年）への選抜試験で約３分の２がふ

るい落とされ，Ｆ７（予科２年）を修了して大学へ進むことができる学生はそのまた約半数という。 

新制度では「ふるい落とす試験」は大学入試の１回のみ。高中３年（日本の高校３年に相当）まで選

抜試験は行わない。李局長は「あらゆる学生に中学６年間の教育機会を与えることにより，精鋭を輩出

する機会もまた増える」と説明した。いわば「少数精鋭の狭き門」から「多数教育の広き門」を目指す。 

ごく少数の大卒エリートが香港政庁（当時）に登用された英国統治時代，香港の大学と言えば，１９１

１年に設立された香港大学，６３年に設立された香港中文大学の２校だけだった。中国への返還を目前

に控え，香港政庁は大学教育の拡充を図った。９１年，香港科学技術大学が開校し，９４年，ほか３校

を大学に昇格させた。この際，中学以降の教育機関を英国と同じ「３＋２＋２＋３制」に統一し，これ

右：民生書院 

（MUNSANG COLLEGE） 

左：聖保羅男女小学 

（St.PAURS PRIMARY SCHOOL） 



が現在に引き継がれている。中国本土は日本などと同じく「３＋３＋４制」だ。教育統籌局は改定案を

解説した報告書に英ケンブリッジ大学との交渉内容を明記し，「３＋３＋４制」の導入によって英国の

大学を志望する香港人学生が不利にならないよう配慮している様子を強調した。一方で，「３＋３＋４

制」を採る国・地域の大学には香港の高等中学（高校）修了証書が同等の資格と認められるよう働きか

けていくと表明した。 

 

香港の教育制度 

年齢 現行制度（３＋２＋２＋３制） 新制度（３＋３＋４制） 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

小学６年 

初中１年（Ｆ１） 

初中２年（Ｆ２） 

初中３年（Ｆ３） 

高中１年（Ｆ４） 

高中２年（Ｆ５）※中学会考 

高中３年（Ｆ６） 

高中４年（Ｆ７）※高級程度会考 

大学１年 

大学２年 

大学３年 

小学６年 

初中１年（Ｆ１） 

初中２年（Ｆ２） 

初中３年（Ｆ３） 

高中１年（Ｆ４） 

高中２年（Ｆ５） 

高中３年（Ｆ６）※中学文憑考試 

大学１年 

大学２年 

大学３年 

大学４年 

※中学会考（ＨＫＣＥＥ）：予科進学の選抜試験 

※高級程度会考（ＨＫＡＬＥ）：大学入学試験 

※中学文憑考試 ：大学入学試験 

 

（３）小学 

公立小学校の約半数は現在，校舎不足のため午前と午後の２部制を採っているが，特区政府は２００ 

７年にも全ての小学校を全日制にすることを計画している。 

 学校によっては，Ｐ３（３年生）から精英班（エリートクラス）を設け，優秀な生徒のために授業や 

宿題などをほかの一般クラスとは違う内容にするなどしてエリート教育を進めている。卒業時にＳＳＰ 

Ａ(The Secondary School Places Allocation System)という試験を設け，進学先の中学校を決める。こ 

の時，小学校在学中の試験結果や，校外活動，ボランティアへの参加など各生徒の学内活動についての 

報告のほか，６年次の１２月に実施される「呈分試」という試験の結果も加味され，それをもとに教育 

と統籌局がレベル別に１～３のバンド（レベル）に学生を分け，受験先の面接があり，それに合格する 

と晴れて中学生となる。有名中学は人気が高いため，香港では小学生から激しい進学競争が始まってい 

るといえる。 

 

（４）中学 

中学は，文法中学と呼ばれる普通校と，工業中学，職業訓練中学の３種類に分かれる。Ｆ３（中学３ 

年）を修了すると初中成績評核(The Junior Secondary Education Assessment)と呼ばれる試験があり，

Ｆ４（高校１年）へ進学するが，Ｆ１からＦ３までの成績に従い教育統籌局から進学できる学校がいく

つか提示されるので，その中から志望校のＦ４へ進学する。Ｆ５を修了する際に，香港考試及び評核局

(Hong Kong Examination and Assessment Authority)が行うＨＫＣＥＥ(The Hong Kong Certificate 

of Education Examination，俗に「會考」と呼ばれる）という統一試験を受け，これに合格すると中学

校の教育課程を修了した資格が得られる。 

 ほとんどの学生はＦ５の修了後に就職するが，さらに進学を希望する学生は大学予科（Ｆ６，Ｆ７に 

進む。しかし，このＨＫＣＥＥが定めた水準に達しないと進学はかなり難しいため，毎年，この試験の 

結果に悲観して自殺者がでるほどの社会問題になっている。また，生徒の中にはこの時点で外国の高校 

入試や大学受験を目指す者もいる。 

 香港の大学を受験するには，Ｆ７（またはＦ６）修了時にＨＫＡＬＥ(The Hong Kong Advanced Level  

Examination)，またはＨＫＨＬＥ(The Hong Kong Higher Level Examination)を受け，その結果によ 

って香港大学や中文大学など香港の大学への進学が許可されるしくみとなっている。 

 

（５）大学 

 現在，香港には香港大学，中文大学，科学技術大学，理工大学，城市大学，浸会大学，嶺南大学の７



大学があり，最もレベルが高いといわれているのが香港大学と中文大学の２校。イギリス式に３年制（医

学部を除く）が採られていたが，２００８年に４年制に移行することが検討されている。香港の大学は

狭き門となっているため，カナダ，アメリカ，オーストラリアなどの大学に進む学生も多く，最近では

中国の北京大学や清華大学などへ進学を希望する学生も増えつつある。少数派だが，台湾の大学に進学

する学生もいる。 

 

（６）母語・英語・北京語の強化 

 香港ではイギリス植民地であった歴史的背景から英語教育が重視されてきた。小学校１年生から英語 

の授業が採り入れられ，特に英語系の学校では英語による授業が進められてきた。しかし，１９８２年 

に中国とイギリスが香港の返還について交渉を開始して以降，香港人が日常に使用している広東語によ 

る母語教育が重視されるようになった。そして，返還から１年後の１９９８年，それまで英語で授業を 

していた中学校４００校のうち１１０校だけに継続して英語教育を行うことを許可し，それ以外の中学 

校は母語である広東語による授業に切り替えられた。現在は，英語と中国語を書くことができ，英語， 

広東語のほか，中国の公用語である普通話（北京語）を流暢に話せるという「両文三語」の言語教育制 

度が推進されている。 

 しかし，実際には，香港に根強く残る「英語が堪能＝エリート」との社会通念から英語信奉が今なお 

強く，母語教育を採用した中学校を敬遠する傾向にあるのが現状だ。特に，中産階級家庭では子どもを 

海外の学校へ入れたり，あるいは香港のインター校へ入れる傾向が比較的強いという。 

 特区政府は言語教育におけるこうした混乱を防ぎ，国際都市である香港の特性を活かすためにも，教 

育言語を広東語のみにすることは国際市場での競争力に影響が出ると懸念して，１９９８年１０月，Ｓ 

ＣＯＬＥＲ(Standing Committee on Language Education and Research)を設立し，言語教育政策を強 

化し始めている。まず教育者の言語能力の水準を向上させることから取り組み，教師の語学レベルを一 

定に保つよう教師に対して語学試験を実施するなど言語教育の環境を整備し始めている。 

 

 

（７）教育制度改革に伴う影響 

２００４年１０月２０日から２００５年１月１９日までの諮問機関に寄せられた意見書は３３００

通余り。このほか教育統籌局は説明会や討論会など１００回以上開いて各界の意見を聴取した。結果，

新制度実施を当初の計画より１年遅らせて２００９・２０１０年度の高中１年生（現在の小学５年生）

から適用することを決めた。学習目標や入試方法については２００５年５月まで引き続き諮問が行われ， 

改定案では新制高等中学の授業を２５６６時間以上と定めた。中国語と英語が各３３８時間，数学と一

般教養（自己研鑽，社会常識，環境科学など６単元）が各２７０時間。この４つは大学進学に必要な必

修科目となる。選択科目として物理，歴史，会計，芸術など。また，スポーツや芸術活動，技能訓練も

取り入れ，実社会で役立つ人材を育成する。しかし，授業日数は年間１５７日というのは世界でも最も

少ないレベルである。最も多いのは，日本の２２５日，韓国の２２０日，中国本土と台湾，シンガポー

ルでは２００日となっており，周辺諸国との差は大きい。教育統籌局は改革にかかる予算を６７億ドル

から７９億ドル，経常支出を年間１１億ドルから２０億ドルに増額修正し，改革に先立って２００５年

９月からの学費の値上げを発表した。政府のみならず，保護者にかかる負担も増える。この改革は，学

年割り・学習内容・試験制度等にも及ぶため，生徒や学生のみならず，教師にも大きな変化を与えるこ

とになる。特に，カリキュラムの変更を求められるため，その負担は相当大きなものとなる。教師のス

トレスを軽減するため，コンサルティングを行う「教師ニコニコホットライン」や「教育労働時間に関

する独立委員会」の設置，学校への補助金を２～２.５倍に引き上げた。また，教師の語学力水準を引き

上げる措置を延期するなど，そのコストは年間１６億５千万ドルに上る。 

 

 

３ 多くの日本人子女の通う日系幼稚園 

 

（１）概要 

香港には７７７の幼稚園（Kindergarten）があり，約１５万人の子供達が通園している。地元の香港人

子女向けのローカル系，香港人や外国人を対象とするインターナショナル系のほか，日系の幼稚園も数

園あり，日本とほぼ同じ幼児教育を受けることができる。 

 新学期はローカル系，インター系の幼稚園とも９月から始まるが，日系幼稚園は日本と同じ４月から

となっている。入園年齢は，通常３～５歳児だったが，２０００年１０月に就園年齢が引き下げられ，



２歳８ヶ月児からの受け入れが可能となった。また，入園資格を９月時点で満３歳とするところと，そ

の年の１２月までに満３歳になっていればよいとするところなど，幼稚園によって条件が違うので，申

し込む前に確認しておくことが必要である。 

 特区政府の助成金を受けられる幼稚園は一部に限られている。また，保育料はローカル系，インター

系，日系幼稚園で差があり，毎月の保育料がローカル系が１０００ドル台からあるのに対して，インタ

ー系では高いところで６０００ドル以上もする所もあり，幼稚園によって開きがある。 

 香港の幼稚園は，徒歩で通園できない場合は，幼稚園のバスで送迎するのが一般的となっている。幼

稚園が直接運行している通園バスもあるが，多くの幼稚園ではスクールバスを運行するバス会社と契約

し，バスマザー（バスに添乗する女性）が搭乗したバスで園児の送り迎えをしている。 

 

（２）日系幼稚園 

 香港には日系幼稚園が５つあり，ほとんど日本の幼稚園教諭の免許を持つ先生が文部科学省の幼稚園

教育要領に基づいた保育を行っている。中国への香港返還前後は在住日本人も多かったが，現在は微減

傾向にあり，入園に関しては落ち着いている。通常，各園とも８・９月頃から入園申し込み書の配布を

はじめ，翌年４月に入園となっている。 

 日系幼稚園のほとんどが，満２歳８ヶ月になった時点で受け入れている。保育時間は，午前９時から

午後２時までくらいで，園児は全員弁当持参となっている。ほとんどが通園バスを利用している。日系

幼稚園の入園金は６０００～１００００ドル，その他に制服代がかかる。毎月の保育料については，４

０００ドル程度はかかる。通園バス代は毎月１０００ドル程度必要となる。 

 日系幼稚園の魅力は，日本人の目から見ると詰め込み式とも思われる香港式教育とは異なり，子供が

のびのびと遊び，豊かな感性を育むことを念頭においていることだろう。七夕や餅つき，ひな祭り等，

日本の伝統的な行事も積極的に採り入れられているので，これらを通じて香港にいながら日本文化を幼

児達が体験できる。 

 このほか英会話を採り入れるなど，各幼稚園で独自のカリキュラムをそろえているので，申し込む前

にカリキュラムを確認し，実際に見学に行くことを勧める。 

 

日系幼稚園 特徴 

オイスカ北角幼稚園 少人数の縦割り保育を実施している。専任教員のもと，体育遊び，英

語遊びを採用している。１年を通して年長向け英語遊びでの課外保育

がある。園外保育もある。２歳８ヶ月から受け入れている。 

オイスカ香港日本語幼稚園 １９８６年に開園された。九龍側にある唯一の日系幼稚園である。独

立した園舎・園庭がある。専任教員のもと，体育遊び，英語遊びを採

り入れている。園外保育もある。２歳８ヶ月から受け入れている。 

コーンヒル日本語幼稚園 独立した園舎・園庭がある。同じ園舎内に中文，インターナショナル

幼稚園が併設されている。体操，英語，音楽，文字，数を教える幼児

教室などの課外クラスもある。２歳８ヶ月からのプレイクラスもあ

る。制服がある。 

帝京香港幼稚園 独立した園舎がある。２歳８ヶ月から受け入れる。新体操，絵画，ジ

ム，バレエ，英語の課外教室がある。保育終了後，園児の預かり制度

がある。インター・ローカル幼稚園，小学校に通っている子供を対象

にした土曜日保育コースがある。 

香港たんぽぽ幼稚園 「考える子ども，健康な子ども，くじけない子ども」を理想の子ども

像とし，キリスト教保育，豊かな体験保育を実施している。２歳８ヶ

月から受け入れている。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



４ インターナショナルスクールにおける教育事情 

 

（１）国際学校の存在 

香港には国際学校と呼ばれるインターナショナルスクールが多数ある。英国系，米国系，カナダ系，

オーストラリア系，日系などがあり，ＥＳＬを設けるなど英語が不得意でも入学できる学校から，ネイ

ティブ並の英語力を要求する難関校まで様々だ。香港はイギリスの植民地であったことから英国系の子

女が通う学校として設立されたＥＳＦ（English School Foundation）は校区に分けて学校を作り，校

区ごとに小・中・高校ある。（一部には幼稚園もある。） 

香港では高い英語能力を身につけることが成功への道とばかりに，以前からインター校への進学を目

指す傾向が強かったが，２０００年に導入された母語教育がそれに拍車をかけた。これまで英語で行わ

れていた公立中学の授業を，限られた一部の学校を除き広東語（母語）での授業に切り替えたため，子

どもが英語を話せなくなる（将来，出世できない）と考えた香港人保護者達は，前にも増してインター

校に殺到し，めぼしいインター校のウェイティングリストはさらにのびることになった。これは現在で

も続いている。ほとんどが９月に学年がスタートする。新１年生の入学申し込み受付は，ＥＳＦなら１

年前からである。中には生後すぐから受け付けている学校もある。入学・編入学には通常，校長などに

よるインタビュー（面接）があり，ここで必要な英語力が備わっているかどうか，編入学なら学科試験

や以前通っていた学校での成績などが確認される。兄弟姉妹がすでに同じ学校に通っている場合や，国

籍，Debenture（学校債）の有無などによって優先順位が変わる場合もある。いずれにしても，これら

をクリアしなければ入学は許可されない。 

日本人子女の場合，「せっかく香港に来たのだから子どもをインター校へ」という保護者が目立つが，

ここで注意したいのはインター校は「英語を学ぶ学校」ではなく，「英語で勉強する学校」だというこ

とである。インター校に入りさえすれば英語が話せるようになる，というのは大きな間違いである。ま

た，おとなしくて内向的な子どもはインター校には不向きであろう。インター校に入学しても，校風に

馴染めなかったり，友達や先生との会話が理解できないため問題行動に至ったり，自分の殻に閉じこも

ったりしてしまい，日本人学校への転校を余儀なくされる場合もある。言語環境の混乱によりセミリン

ガルになってしまったり，心配の種は尽きない。家庭での学習補助や日本語能力の補強など，様々なバ

ックアップが必要になることも念頭に置く必要があるだろう。 

 

（２）香港の INTERNATIONAL SCHOOL と English School Foundation (E SＦ) 

・AMERICAN SCHOOL（アメリカン・スクール） 

・BEACON HILL JUNIOR SCHOOL（ビーコンヒル・ジ

ュニア・スクール） 

・BRADBURY JUNIOR SCHOOL （ブラッドベリー・ジ

ュニア・スクール） 

・BRAEMAR HILL NURSERRY SCHOOL（ブレマーヒ

ル・ナーサリー・スクール） 

・CHINESE INTAERNATIONAL SCHOOL（チャイニー

ズ・インターナショナル・スクール） 

･ CHRISTIAN ALLIANCE P.C.LAU MEMORIAL 

INTERNATIONAL COLLEGE（クリスチャン・アリアン

ス・ＰＣ・ラウ・メモリアル・インターナショナル・スク

ール） 

・CLEARWATER BAY SCHOOL（クリアウォーターベ

イ・スクール） 

・CONCORDIA INTERNATIONAL SCHOOL（コンコル

ディア・インターナショナル・スクール） 

・DELIA SCHOOL OF CANADA（デリア・スクール・オ

ブ・カナダ） 

・DISCOVERY BAY INTERNATIONAL SCHOOL（ディ

スカバリーベイ・インターナショナル・スクール） 

・FRENCH INTERNATIONAL SCHOOL（フレンチ・イ

ンターナショナル・スクール） 

・GERMAN SWISS INTERNATIONAL SCHOOL（ジャ

FRENCH INTERNATIONAL SCHOOL 

DELIA SCHOOL OF CANADA 



ーマン・スイス・インターナショナル・スクール） 

・GLENEALY JUNIOR SCHOOL（グレネアリ・ジュニ

ア・スクール） 

・HONG KONG INTERNATIONAL SCHOOL（香港・イ

ンターナショナル・スクール） 

・HONG LOK YUEN INTERNATIONAL SCHOOL（ホ

ンロックユエン・インターナショナル・スクール） 

・INTERNATIONAL CHRISTIAN SCHOOL（インター

ナショナル・クリスチャン・スクール） 

・ HONG KONG JAPANESE SCHOOL PRIMARY 

SECTION（香港日本人学校小学部香港校） 

・ HONG KONG JAPANESE SCHOOL JUNIOR 

SECONDARY SECTION（香港日本人学校中学部） 

・JAPANESE INTERNATIONAL SCHOOL PRIMARY 

SECTION（香港日本人学校小学部大埔校） 

・JAPANESE INTERNATIONAL SCHOOL ENGLISH 

SECTION（香港日本人学校大埔校国際学級） 

・KOREAN INTERNATIONAL SCHOOL（韓国国際学校） 

・KELLETT SCHOOL ASSOCIATION LTD.（ケレット・

スクール・アソシエイション・ＬＴＤ） 

・KENNEDY SCHOOL（ケネディー・スクール） 

・KING GRORGE Ⅴ SCHOOL（キング・ジョージ・フ

ァイブ・スクール） 

・KOWLOON JUNIOR SCHOOL（カオルン・ジュニア・

スクール） 

・PEAK SCHOOL（ピーク・スクール）             香港日本人学校中学部 

・QUARRY BAY SCHOOL（クォーリーベイ・スクール） 

・ROSARYHILL SCHOOL KINDERGARTEN（ロザリー

ヒル・スクール・キンダーガーデン） 

・SEARROGERS INTERNATIONAL SCHOOL（シアー

ロジャーズ・インターナショナル・スクール） 

・SHATIN COLLEGE（シャーティン・カレッジ） 

・SHATIN JUNIOR SCHOOL（シャーティン・ジュニア・

スクール） 

・SINGAPORE INTERNATIONAL SCHOOL（シンガポ

ール・インターナショナル・スクール） 

・SOUTH ISLAND SCHOOL（サウス・アイランド・ス

クール） 

・STARTERS SCHOOL（スターターズ・スクール）                    

QUARRY BAY SCHOOL 

・WEST ISLAND SCHOOL（ウェスト・アイランド・スクール） 

・YEW CHUNG INTERNATIONAL SCHOOL（イウ・チュン・インターナショナル・スクール） 

 香港日本人学校小学部大埔校      韓国国際学校    CHINESE INTAERNATIONAL SCHOOL 

  

香港日本人学校小学部香港校 



５．終わりに 

 

香港に在住する日本人の保護者にとって，その子女の教育における選択肢はいくつか考えられる。中

には子女の幼少期における言語の獲得やそれに伴う生活習慣やアイデンティなどにおいてあまり深く

考えず，現地系やインター系の幼稚園やナーサリーなどの選択をする保護者もいる。しかし，小学校段

階になると，日本人学校又はインター系に絞って考える保護者がほとんどである。将来，その子女も含

めて自分自身の生活の地（勤務先）が海外なのか日本かということに大きく左右されるようだ。また，

インター校において，その言語（英語）環境の中でうまくいかずに不適応を起こし，悩みに悩んだ末，

日本人学校への編入学を決意する例も多い。ほとんどの場合，それまでの学校不適応が信じられないく

らいの明るさを取り戻す。将来，日本の学校を受験するにせよ，海外の学校に進学するにせよ，学校を

選択する段階である程度の進路計画を立てておくことが大切であるとともに，その子女に対してそれな

りの心構えと力を付けておかねばならない。保護者の赴任期間や任地の変更など，様々な事情で子ども

の進路が変わっても対応できるようにしておくことが大切であると思われる。  

 



学級担任だからこそできる外国語活動 

           岡山市立幡多小学校 蟻正 倫子 
 

１ はじめに 

   現在，２０２０年の指導要領改訂の動きの中で，外国語活動が注目を浴びている。

高学年では，週２時間程度の教科としての英語学習がスタートする。また，３年生か

ら週１時間程度の外国語活動が指導の中に位置づけられる。 

   今まで，あまり外国語活動とは縁がなかった先生たちも，その多くが，これからは

教壇に立ち，求められる資質や能力を身につけさせていかなければならない。中には，

「私は英語が苦手だから，専科の先生など，得意な人にしてほしい。」と願う人もいる

だろう。 

   そのような中で，私は，児童とともに一日のほとんどを過ごす学級担任である先生

だからこそ，子どもたちに活動の楽しさを教えられるのではないかと考えている。私

が，学級担任として目の前の児童と接しながら取り組んだいくつかの実践を紹介しよ

うと思う。 

 

２ 学級担任だからこそのよさ 

   ここでは，大きく４つ，お伝えしたい。その４つとは， 

 

① 他教科との関連 

② 朝の会での仕掛け 

③ 教室掲示 

④ 児童理解 

 

  である。それでは，詳しく説明していこう。 

 

（１） 他教科との関連 

本校では，総合的な学習の時間の中でキャリア教育に取り組んでいる。自分自身に

ついて考え，未来に希望をもって卒業の日を迎えることが，キャリア教育の目標であ

る。さて，その中で，色々な職業の方をお招きして，夢を叶えるまでの努力や，仕事

のやり甲斐などを聞く「職業インタビュー」の場を設けた。有り難いことに，１２種

類もの職業の方が集まってくださった。児童は，自分の興味のある仕事を選び，目を

輝かせながら話を聞いていた。 

そこで，この職業インタビューに来てくださった方々の職業を英語で言ってみると

いうことから，外国語活動の Hi,friends!2  Lesson8 “What do you want to be?”



につなげた。児童は，自分たちがお 

世話になった方の職業なので，自然 

にその英語表現を受け入れていた。 

また,「イラストレーターの中山さ 

んの職業は，英語でも illustrator と 

言う。」など，外来語と英語の発音の 

共通点に気付いた。 

 

   この単元では，最終時に自分の将来 

の夢を英語でスピーチする「夢宣言」 

を設定している。この活動を，キャリア教育で行う「卒業宣言」とリンクさせた。以

下のようなワークシートを用いて，卒業宣言の一部に英語でのスピーチを取り入れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

このように，他教科と関連させることにより，活動への目的意識や相手意識を高め

ることができる。担任として，児童の教育活動全体に関わる中で，キャリア教育のみ

に限らず，様々な教科との関連を図り，児童が自然に英語を受け入れられるような場

を設定したいと考えている。 

 

（２） 朝の会での仕掛け 



   コミュニケーション能力の素地を養う外国語活動において，コミュニケーション活

動は欠かせない。ところが，外国語活動の時間だけで，上手にコミュニケーションを  

図ることは難しい。日頃からの積み重ねが 

重要になってくる。そこで，朝の会にペア 

トークの時間を取り入れ，ペアになって日 

本語で会話をすることに慣れさせた。 

（１人１分） 

   この時に，少し遊び心を取り入れて，日 

直がサイコロを振り，１の目が出たら日本 

語禁止というルールを設けた。このルール 

は児童に人気で，１の目が出た時には，ジ 

ェスチャーや英単語を駆使しながら思いを伝えていた。 

 

 ≪ペアトークのテーマの例≫ 

    （月）週末の出来事 

    （火）昨日の晩ごはん 

    （水）マイブーム 

    （木）フリー 

    （金）今週，思ったこと 

 

（３） 教室掲示 

   児童の目に触れる場所に英語があるように，教室掲示を活用した。今，外国語活動

で求められている技能は，「話すこと・聞くこと」である。しかし，目に触れる場所に

英語があると，児童は自然に英語を「読む」ようになる。決して強要はしない。あく

まで，自然に・・・である。 

   中学校との接続を考慮して，さりげないところで工夫ができることも，学級担任な

らではだ。私の場合，用いる英単語は，外国語活動で学習したものから徐々に掲示を

始めた。その他，学校生活の中で出てきたものなどを取り入れることもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（４） 児童理解 

   学級担任でいると，児童同士の人間関係を把握できる。これは，外国語活動でコミ

ュニケーション活動を行う時に役に立つ。消極的な子がいれば，その子を中心に様子

を見ることができるし，ペアやグループなども工夫できる。また，外国語活動以外の

場面での様子と合わせて，総合的に児童の伸びを見取ることができる。 

   コミュニケーション活動が欠かせない外国語活動だからこそ，児童同士のコミュニ

ケーションに敏感でサポートしやすい学級担任の存在は大きいのである。 

   また，児童の実態に応じて，コミュニケーション活動を工夫することも可能となる。 

    

 

３ 終わりに 

   「学級担任は，英語を学ぶモデルになる」という言葉をよく耳にする。ＡＬＴとア

イコンタクトをしながらスキットをするモデル。ジェスチャーを使って思いや考えを

伝えるモデル。進んで楽しみながら活動に取り組むモデル。児童のことを深く理解し，

意思疎通ができている学級担任だからこそ，そのモデルはよい影響を与える。 

外国語活動で培ったコミュニケーション能力の素地は，児童の様々な生活場面に活

きてくる。グルーバル化が進む中で，今，目の前にいる児童が，外国の人たちと肩を

並べ，対等にコミュニケーションを図れるように，学級担任として自分に出来ること

をしていきたいと思っている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

                    夏にケープタウンで知り合った仲間たち。国籍は様々。 

                          いつか子どもたちにも，外国の人とのコミュニケーションを

楽しんでほしい。 



 国際関係や異文化についての知識や理解の能力だけでなく、※１自分のもつ文化的背景や 

考え方を明確に自覚し、※２相互理解に基づく多文化共生を目指す個や社会を育成する。 

 

研修等でも、海外生活やボランティアの体験談、外国語教育に関する講演などは

取り上げられることがある。それらは有用な情報源や題材となるものであるが、そ

れらが本当に生かされるのは国際教育が体系的な指導理念と指導方法のもとで確立

された上であるといえる。日常の教育活動の基盤の中に、国際教育に関わる理念と

視点を伴っていなければこういった研修での成果も個人の中にとどまり、実践的な指

導案への反映や教材開発、教育活動全体を通した有機的な取り組みへとつながって

いくことは難しい。 

 

 

そこで、学校における国際教育の機会の充実と教育資源の有効活用を図るために

は、担当者だけでなく学校ごとの現状や課題に応じた形で意識的に教育目標や重点

目標に盛り込むなど、それぞれの学校で学校全体の方針の中に根付かせ、体系的な

推進体制を築いていく必要がある。 

                  

 

「国際教育について考えよう」 ～学校全体での適切な標準化～  

 

岡山市立桑田中学校 髙木 恭子 

１．国際教育とは 

 

〈基本的視点〉   

 

  「国際社会において地球的視野に立って、主体的に行動するために必要と考えられる態度・ 

能力の基礎を育成するための教育」 

 

  

               

 
※１対照・比較になるものの存在が重要    ※２ 良い悪いや上位下位の議論ではなく認め合う相互理解 

 

２．国際教育を取り巻く現状と課題  

 

   〔実際の教育活動の現状〕 

・部分的な取り組みがあっても、学校全体の取り組みになっていない傾向がある。 

    ・英語活動の実施すなわち国際理解という誤解や単なる体験や交流活動に終始することが多い。 

   〔体制としての課題〕 

・国際教育に関する研修の重要性が十分認識されていない。 

・必要性や緊急性が乏しいととらえられている。 

    ・海外派遣教員の経験や能力を活用するための方針・方策・体制が不足している。 

    ・外部の人材や組織に関する情報および学校とそれらを結びつける機能が不在。 

    ・外国人児童生徒の増加と多様化に伴う新たな課題への対応が求められる。 

    ・海外子女教育の現状に対する理解と変化への対応が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 



３．なぜ今国際教育が重要か 

 

         各分野でのグローバル化が進展する中で、地球規模の課題に対する 

「知識」、「対応」、「交流」、「共存」、「協力」、「解決」等が各国政府 

および個人にとって求められる社会になっている。それゆえに、 

社会のグローバル化と教育は密接な関わりを持ち、教育政策および各学校の教育活動 

における国際教育の重要性が高まっている。 

          日本は独自の文化的背景を持つ国であり、日常生活において環境的に国際的な刺激 

が少なく、外国語の習得をふくめ異文化に対する理解や経験の獲得には意識的な学び 

の姿勢と教育の力が必要であり、重要である。 

 

 

４．  岡山市立桑田中学校における「実践的な国際教育活動の充実と教育効果の拡充を目指した 

取り組み」の試み 

 

   平成２６年度、国際理解教育担当者として学校全体での取り組みのスタートのきっかけとして提案 

  し、日常の各教科等での授業における指導内容の中に意識的に国際教育の視点を取り入れていくことを全教 

員を対象に促し、実践の様子を表にまとめた。 

〔手順〕 

                  →                       →  

 

〔関連資料：別紙参照〕 

  ① 推進計画の配布    ② アンケート用紙回収  ③各教科の取り組みの一覧表作成 

                      ↓               ↓ 

                 回答数 １７／約５０         数学：「(実践が)なかった」 

                                技家、音楽：回答なし 

                                  

  

 

 

                                     

 

 

＜アンケート結果の一覧表に関連付けてできる複合的な取り組み＞ 

 ・学習内容に関連する、資料や国際的視野でとりあげた時事的なニュースの共有・提示。 

 ・各教科の学習内容の流れを知ることでタイムリーな情報の共有・提示。 

  

     ＜今後の活用計画・展望＞ 

アンケートを継続し、この表を年間を通じた国際教育プランとして全教科の内容を 

      まとめたものを共有し、学校全体で継続的に意識し、定着した取り組みにしていく。 

       各教科ごとに関連した内容の題材をどの時期にどの場面で取り組んでいるかが見える 

ことで教科横断的、応用的な学びの深まりと広がりを促進、期待することができる。 

行事や総合的な学習などの取り組み、研修、講演会などの内容を日頃の学習内容と国際 

教育の視点を持って関連付け、継続的に意味のある形にする基盤をつくる。 

提 案 実 践 アンケート 

回答率：３分の１ 

現状で関心・意識が 

あまり向いていない 

 
 数学 → （産業・文化）技術・社会・美術等との有機的なつながり 

技家 → （産業・文化）数学・社会等との有機的なつながり 

音楽 → （文化）社会との有機的なつながり ＜学びの広がり＞ 

         

 ‘自分(の教科)には関係ない’→ 「すべての教科・教育活動に必要な視点」という自覚へ。 

Niha 

 

関心・意識があまり向いていない 

 



国際理解教育係 推進計画                           〔関連資料１〕 

 

 平成２６年度～  ①基盤作り 

 

 

       国際理解教育に対する関心・理解を深め、教育活動の機会の充実と教育効果の拡充を 

目指して、各教科での授業の取り組み・指導内容の中に国際理解教育に関する視点を意 

識して取り入れてみる。 

     平成２６年度の提案： 

『日々の授業のなかに、「ほかの国や文化ではどうかな？」という視点を取り入れてみる。』 

 

 

   ○国際理解教育実践の目的・意義 

     子どもたちにより広い視野をもって知識・技能等を習得させるよう努めることは、「これからの社会

をたくましく生き抜く力をバランスよく育む」という目標のもとに、豊かな人間性を育てることに有用

であるとともに、各教科の指導目標の達成や教員自身の知識や教育技能の向上にとっても大きな利点が

あると考え、積極的な実践を目指したい。 

 

   ○平成２６年度実践の方法 

難しく考えることなく、「できる単元（題材）で、できる範囲で、まず＋αの一言を」をスタートに、

自分のペースで、自分の意向に沿うもので、積極的な授業改善の一つと考えてす 

     すめていければよいと思います。 

     本年度から始まる『いきいき学校園づくり』の研究の取り組みを妨げず、逆にその実践の中で、うま

く話し合い活動のテーマなどに取り上げてみていただいても良いかと思います。 

 

    （実践の例） ・ふだんの説明や提示の中に、多文化的な情報を加える。 

           ・文化比較をテーマにした話し合い活動や調べ学習などを行う。 

           ・もし～だったら、などの異なる条件下でどのような違いや変化が考えられるか話し合

う。など 

   ○評価 

     学期または前・後期の節目で、実践の様子と成果・課題等についてのアンケートなどを行い、経験か 

らわかる実情や課題について知り、今後の明確な計画のための資料にしていきたいと思います。ご協力 

をお願いいたします。 

 

 〔今後は〕 

     当面は、今回提案程度の無理のない範囲での基盤・意識づくりを継続し、学校の現状や教育目標に応

じてより特色ある将来的な計画立案につなげていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



 

国際理解教育係 アンケート                     〔関連資料２〕 

 

   ４月の提案「国際理解教育に対する関心・理解を深め、教育活動の機会の充実と教育効果の拡充 

を目指して、各教科での授業の取り組み・指導内容の中に国際理解教育に関する視点を意識して取 

り入れてみる。」について、１学期の取り組みの様子を教えてください。 

 

① 担当教科をおしえてください 

 

 

② １学期に取り扱った単元・題材の中に、国際理解教育の視点に関わると思うものがありましたか。 

 

・ あった      内容または単元名等を教えてください。 

 

・ なかった 

（自他国の文化に関すること、地球の問題に関すること、ニュース、イベント etcなんでも） 

                      どのような形で指導されましたか（例：調べ学習、話し合い、説明に加えた、等）。また 

特に工夫された点などがあれば教えてください。 

 

 

 

 

③ ２学期以降、上記の視点に関わって取り扱う予定の単元・題材等があれば教えてください。 

       

   

 

 

 

 

  今後、各教科の年間の指導計画や実際によく取り扱う題材を参考に、情報提供や共通の学習テーマ 

などを考えていけたらと思います。 

  

④ その他ご意見、ご提案などがあればお願いします。 

 

 

 

  

  大変お忙しい中ご協力いただき、ありがとうございました。 

  よい夏になりますように・・・。 

 

 

 

 

 

 

お手数ですが、２年ホワイトボード封筒 or 髙木の机上

まで、夏休み中くらいによろしくお願いいたします。 



５．まとめ・整理 

 

学校教育の目指す内容との関連〈資料〉 

 

  〈初等・中等教育で育成すべき資質・能力〉（中教審報告より）― ① 

      ア) 国語を尊重する態度を育て、これを的確に理解し、国語により論理的に思考し、適切に表現する能力を

養うこと。また、国際社会に生きる日本人として外国語によるコミュニケーション能力を育てること。     

イ) 我が国の歴史・文化・伝統に対する理解と愛情及び諸外国の文化と歴史に対する理解とこれらを尊重   

する態度を育てるとともに、郷土や国を愛する心、世界の平和、国際協調に努める心を育てること。    

ウ) 事象を観察し、理解し、論理的・科学的に思考したり、数理的に考察し処理する能力や情報社会におい

て必要な情報活用能力を育てること。                                             

エ) 家庭生活や社会生活の意義を理解し、家庭、社会及び国家の形成者として主体的・創造的に実践する

能力と態度を育てること。                                                  

オ) 芸術を愛好し、芸術に対する豊かな感性を育てること。また、健康な心身と強い精神力を培い、運動に

親しむ習慣、健康で安全な生活を生涯にわたって営む態度を育てること。                    

カ) 生命を尊重し、他人を思いやる心、自然や美しいものに感動する心や畏敬の念、人を敬う心、正義感、   

責任感、公徳心、人権尊重の精神、ボランティア精神など豊かな人間性を育てること。             

キ) 自己の生き方を主体的に考え進路を選択する態度を育て、勤労を尊ぶ精神を身に付けさせ、さらに進

路に応じて職業生活に必要な知識・技能を習得して生涯にわたりその向上に努める態度を育てること。 

  〈国際教育の推進にあたっての留意点〉 （国際教育推進検討会報告より）― ② 

a) 異文化を受容し共生する資質と能力の育成 

 b) 自らの国の伝統・文化に根ざした、国際理解の基礎としての自己の確立 

   c) 自ら発信し、具体的に行動する資質を備えたコミュニケーション能力の育成 

 

 

 

 

   上記①の項目が、「教育内容の厳選と基礎・基本の徹底」の方針にもとづいて教育活動全体 

を通して進められるものであることを考えると、②の国際教育の推進においても、各留意点に 

挙げられている資質と能力の育成のためには、★各教科、道徳、特別活動などのいずれを問わず、 

学校ごとに全教職員が共通理解をもって取り組むことが重要であることがいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的方策 

学校における国際教育の機会の充実と教育資源の有効活用 

 

◎学習指導や教材開発の方法等の習得・実践 ← 日常的・継続的・全員実施。 

◎学校間交流、留学機会の拡充、研修旅行など 

◎海外経験者の活用、人事配置上の工夫など組織的支援体制の構築 

◎外部資源を活用した、学校における国際教育の活性化・多様化 



〔ＰＣ提示資料〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『世界の中のわたしたち ～国際理解と支援のために～』 

アジア教育支援の会 市場尚文先生 

 

 アジア教育支援の会代表として，今回の県大会の講師としてお話をいただきました。以

下，お話いただいたことをまとめました。 

 

 私たちは，これまで「アジア教育支援の会」という団体で，ＮＧＯの立場で活動してき

ました。今回のお話は実践報告という形でお話しさせていただけたらと思います。 

 地球の写真を子どもたちに見せて，どんなことを感じるのか。実際にイグアスの滝やブ

ラジルのアマゾン川など，実際に自分が訪問した写真やその場の様子を伝えることで，地



球の大きさや丸さを実感できるのではないかと思います。 

 一日 1.25ドル（150円以下）で生活している人は世界（全人口 70億人）におよそどれく

らいいると思いますか。 

正解は約１２億人です。大変多くの人々が

苦しい生活を強いられているのです。昔は

100 円以下で生活していた人を貧困層と言わ

れていましたが，今現在は 1.25ドルに変わっ

ています。 

最近は教育水準の低い成人労働者は所得

が低くなり，そうすると子どもたちに十分な

投資ができず，中には働かなくてはならない

家庭も出てくることになり，そうなれば教育

を受けさせることができない家庭も多く出てきます。これが「貧困の悪循環」です。 

 

「世界の開発途上国では毎日たくさんの子どもが死んでいきます。どれくらいの時間に１

人，子どもが死んでいくと思いますか。」正解は３秒に１人子どもが死んでいるのです。   

 

 



日本などの平均寿命です。日本がどれだけ長寿国で，恵まれた生活ができているかが

よくわかりますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《世界の識字率や就学率についての図を示しながら》 



※ＯＤＡ・ＮＧＯについては時間がなかったため割愛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ネパールでは学校へ通うこと自体が子どもたちにとって幸せなのです。また，ネパール

では政府による，障がい者施設での技術習得を目的とした支援を行うことで自立をサポー

トしている現状があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《アジア教育支援の会の活動についての紹介》 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アジア教育支援の会として，ネパールでの障がい者の技術習得支援補助や，図書館建

設，学校建設補助などの援助を行っています。また先日起きましたネパール地震にも，復

興支援の一助となればと援助金を出しています。一日も早い復興を願うばかりです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



開発途上国では１０人に１人が５歳の誕生日を迎えることができていません。世界がか

かえる「平和」「食料・エネルギー」「貧困」問題を解決していくことがまずは必要なのだ

と思います。 

 

《市場先生は最後に 2曲，ギターの弾き語りをしてくださいました。》 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《資料》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



岡山県国際理解教育研究会 新しい研究課題の提案

１ 新しい研究課題

Ⅰ 多文化理解〈・人間理解（人権） ・多文化理解 ・世界の現実理解 〉

Ⅱ コミニュケーション〈・コミュニケーション ・外国語教育 〉

２ 新しい研究課題設定の背景

（１） 社会からの要請

外務省「海外在留邦人数調査統

計」によれば，我が国の領域外に

在留している日本人の数は，その

増加率が減ってきており，放物線

の頂点に近づいている様相をみせ

ているという。

しかし，微増とはいえ，海外在留 資料 外務省「海外在留邦人数調査統計」

邦人が１１０万人を越えている状況は，我が国と諸外国とのつながりが深いと

いう事実に変わりはない。

また，いくつかの企業が社内公用語を英語にすると決定したことが大きなニ

ュースとして取り上げられたり，いわゆる「若者の内向き傾向」がとりざたさ

れていたりもしている。

私たちは，すでに「地球規模化=globalization」している国際社会の一員であ
り，「国際理解教育」なくして我が国の教育は語ることがはできないのである。

（２） 新学習指導要領からの要請

中央教育審議会の答申によると，「２１世紀は，新しい知識・情報・技術が

政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に

重要性を増す，いわゆる『知識基盤社会』の時代である」と言われている。「知

識基盤社会」の特質として，「①知識には国境がなく，グローバル化が一層進

む，②知識は日進月歩であり，競争と技術革新が絶え間なく生まれる，③知識

の進展は旧来のパラダイムの転換を伴うことが多く，幅広い知識と柔軟な思考

力に基づく判断が一層重要になる，④性別や年齢を問わず参画することが促進

される」などとされている。

そのような「知識基盤社会」を生きる子どもたちが自己責任を果たし，他者

と切磋琢磨しつつ一定の役割を果たすためには，基礎的・基本的な知識・技能

の習得やそれらを活用して課題を見いだし，解決するための思考力・判断力・



表現力等」が必要であると同時に，世界や我が国社会が「持続可能な発展」を

遂げるためには「共存・協力」も必要であるといわれている。

「国境のない知識」「グローバル化」「パラダイムの転換」「共存・協力」な

どというキーワードは，まさしく「国際理解教育」がめざすものと同一である。

（３） 教育現場からの要請

「生きる力」を培う領域として華々しくデビューした「総合的な学習の時間」

であったが，「学校行事・イベントの時間としての扱い」「教師の企画力不足」

などと，創設当時の元気はどこに行ってしまったのかという感が否めない。「各

教科での知識・技能の習得と総合的な学習の時間の課題解決的な学習や探求学

習との間に段階的なつながりが乏しい」との指摘もあり，もう一度「自ら課題

を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解

決する資質や能力」という「生きる力」について考え直すことが求められてい

る。「総合的な学習の時間」の一領域として例示された「国際理解」について

も例外ではない。

（４） 岡山県国際理解教育研究会の研究の経緯からの要請

本研究会は，今まで研究課題を「人間理解（人権）」「多文化理解」「世界の

現実理解」「コミニュケーション」「外国語教育」という５つの研究課題を掲

げて実践を積み重ねてきた。

その結果，「人間理解（人権）」「多文化理解」「世界の現実理解」の３つの

テーマには，「違いを認めるとともに，同じ人間として共感をもってお互いの

人権を尊重しようとする態度を育成する」という共通点があり，「コミニュケ

ーション」「外国語教育」の２つのテーマには，「自分の意見や存在に自信を

もつためには，他から共感を得たり，互いの存在を認め合ったりすることが大

切である」という共通点があることが明らかになってきた。

３ 新しい研究課題の具体化

前述の背景より，本研究会では，新し

い研究課題を「多文化理解」「コミュニケ

ーション」の２つに絞り，新たな実践に

取り組んでいくこととした。

各方面からの要請を，実践を通してよ

り確かなものとしていくことが求められ

ている。 資料 OECD「生徒の学力到達度調査」2009

「国際理解教育」は，未来を生きぬく子どもたちを育成するために「自己との対話

を重ねつつ，他者や社会，自然や環境と共に生きる，『開かれた個』」の育成をめざ

してその具体化を図っていく必要に迫られている。



各国の紹介・展示コーナーなど 

帰国された先生方から、たくさんの資料を提供していただきました。眺めているだけで、

その国の文化が見えてくるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



あ と が き

寒さ厳しい折、２０１６年（平成２８年）１月２８日（木）岡山ふれあいセンター
で第２３回岡山県国際理解教育研究大会が開催されました。当日、他の出張関係と重
なりが多く、参加者が３０数名となりました。例年より少なく、寂しいながらも、熱
心な討議が続く中身の濃い研究大会となりました。
今回の研究大会は、備前支部の担当で、授業公開を伴わない午後日程の開催で行わ

れました。開会行事の後、３人の先生による実践報告が行われました。
倉敷市立琴平西小学校の山本純平先生は「香港日本人学校での取り組み」をテーマ

に、香港の教育事情や道徳の教材開発を詳しく発表してくださり、岡山市立幡多小学
校の蟻正先生は「学級担任だからこそできる外国語活動」をテーマにコミュニケーシ
ョン活動時の支援やキャリア教育との関連を発表してくださり、岡山市立桑田中学校
の高木恭子先生は「国際理解について考えよう」をテーマに学校全体で取り組むため
の体制づくりや国際理解教育の視点を取り入れた授業の研究を発表してくださりまし
た。３人それぞれが国際理解教育に多方面から迫るすばらしい実践でした。
その後に「世界の中のわたしたち～国際理解と支援のために～」をテーマにアジア

教育支援の会の市場尚文先生に講演をしていただきました。クイズ的な内容あり、ギ
ターによる弾き語りありで、わかりやすく豊かな時間でした。支援の必要性、支援の
大切さなどを、さまざまな数字をベースに、じっくり考えることができました。ＪＩ
ＣＡの関係の説明、兵庫教育大教職員大学の説明もあり短い時間であり、少人数でし
たが充実した研究大会となりました。
国立教育政策研究所が提言する「２１世紀型能力」では、社会や経済等のグローバ

ル化が進む時代を生きる子どもたちに、人間を全体的に捉える思考力や、道徳性など
を関連づける力を育む必要性が謳われています。そこでは言語のみならず、文化や慣
習、生活環境の違う異質な他者と向き合う身体性の涵養が求められていると考えます。
また、知識基盤社会に生きる子どもに、生きる力を身に付けさせ、世界や我が国社会
が「持続可能な発展」を遂げるためには、「共存・協力」も必要です。まさしく本研
究会が目指すものと同じです。
また。アメリカのデューク大学の研究者であるキャシー・デビットソン氏による「２

０１１年度にアメリカの小学校に入学した子どもの６５％は、大学卒業時に今は存在
しない職業に就くだろう。」という未来予測が話題に上りました。 日本においても
同様に道を進むことが予想されます。
この変化が激しく厳しい挑戦の時代を乗り越え、未来を生きぬく日本人を育成する

ために、今後も研究課題を具体化していくよう前進していく必要があると思います。
目の前の業務で忙しい日々ではありますが、会員の皆様方のご支援ご協力をよろしく
お願いします。
最後になりましたが、本研究大会を開催するにあたり、ご後援頂きました岡山県教

育委員会、倉敷市教育委員会、岡山市教育委員会をはじめ多くの関係機関の皆様、忙
しい中発表してくださった３人の先生、市場先生、準備・運営の本会役員の先生、事
務局の先生、参加してくださった全ての先生に心から感謝とお礼を申し上げます。

平成２８年２月２７日
岡山市立財田小学校長 服部 誠（備前支部長）
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